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本研究では, たんぱく質等の結晶誘起因子と
して電界誘起による微小気泡の界面の付着力と
収縮性を利用する新しいメカニズムの評価と解
明を目標に実験を行った. 従来，栗木ら[1]はモ
デルタンパクとして卵白由来リゾチームを使用
し準安定領域である条件に溶液を調製し電界誘
起気泡による促進を行い,従来法と比較するこ
とで結晶数が増加するなどその有用性を確認し
た(図 1). これら原因については, 図 2 に示すよ
うに, 微小気泡のもつ帯電性と, その後に誘起
された気泡が断熱圧縮する収縮性がタンパク質
を凝集させていると考えられる.しかしながら,

これらの考察を裏付ける数値的評価がなされて
いなかった.  

そこで本研究では光の放射圧を利用して微小
物体を非接触,低侵襲で捕捉, 操作を行うことが
できる光ピンセットを用いて気液界面に発生す
る付着力計測を行い, 発生源の異なる気泡につ
いての評価を行った. ここで, 実験セッティン
グを図 3に示す. 
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Fig.1 A photo of the produced protein crystal 
 for two condition and bubble treatment [1] 

 

 

Fig2. Concept of crystallization 

 

Fig.3: System set-up and measuring concept 

 

 
Fig.4: Adsorption force profiles as a function of the diameter 
of micro-bubbles; (◆)control (■)bare electrode  (▲)glass 
shielded electrically induced bubbles 

 

気泡種は, 図 2のような電界誘起メスから発
生する気泡と裸電極から発生する気泡, コント
ロールとして, 攪拌による気泡の 3つを評価し
た. また, 電界誘起メス, 裸電極の印加電力は
20Wとした. 実験の結果, 攪拌による気泡の付
着力の値が小さく, 気泡内に帯電している電荷
数が付着力に影響しているのでないかと考えら
れる．したがってたんぱく質結晶誘起因子とし
て電界誘起気泡が有効であると言える．本結果
は結晶生成実験結果に合致し，結晶生成のメカ
ニズムに界面付着力が貢献していると言える．  
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